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で
終
わ
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鶴濤

昭
和
弱
年
度
加
エ
原
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え
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き
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〃
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不
満
な
が
ら
も
昭
和
五
十
九
年
度

畜
産
物
政
策
価
格
・
関
連
対
策
が
三

月
三
十
日
決
定
し
た
。
そ
の
中
で
は

基
準
取
引
価
格
を
除
き
、
す
べ
て
猟

え
置
か
れ
た
が
、
加
工
限
度
数
量
は

七
万
ト
ン
拡
大
し
て
二
百
二
十
二
万

ト
ン
と
な
っ
た
。
ま
た
、
関
連
対
策

の
う
ち
畜
産
物
価
格
関
連
対
策
に
百

九
十
六
億
円
が
決
定
と
な
っ
た
。

こ
の
一
連
の
諸
策
要
求
決
定
に
向

け
て
、
三
月
上
旬
か
ら
決
定
ま
で
、

根
室
地
区
酪
対
を
中
心
と
す
る
要
請

団
が
波
状
的
に
展
開
さ
れ
、
中
標
津

町
農
協
酪
対
も
根
室
地
区
酪
対
と
同

調
し
、
陳
情
・
要
請
運
動
に
参
加
し

て
き
た
。

室
田
産
物
価
格
関
連
対
策

昭
和
五
十
九
年
度
畜
産
物
価
格
関

連
対
策
と
し
て
、
次
の
事
業
を
推
進

す
ゑ

「
肉
用
牛
対
策
約
一
一
一
一
○
億
円

Ｈ
肉
用
子
牛
価
格
｛
至
疋
対
策

約
三
十
九
億
円

59年度畜産物政策価格（キロ当た )］ ロ
肉
用
子
牛
の
生
産
奨
励
対
策

約
四
十
九
億
円

曰
肉
専
用
種
雌
牛
の
資
源
確
保
促

進
対
策

約
十
億
円

5８年度 ５９年度
５９年度政府決定

政府決定 農協要求
‘＆ 

加
工
原
料
乳

保証｛Ｉｌｉ桁 90,07銭 90円07銭(100.0％】 99円75銭

基準取引、桁 ６８円F16綴 69円18銭(101.2％〕

限度数量 21Ｒ方し 222万].（103.3.5）

豚
肉
』

｛
庫
ぽ
ぎ
・
上
物

安定上位価格 780匹 780円(100.0％） 827区

中心「1ｍ格 689-651コ 689.65円(]００．０％】 7321丁

安定基準価格 HUOUBB 600円(100.0％１ 637円凹
肉
専
用
種
肥
育
素
牛
の
導
入
安

定
化
特
別
対
策

約
二
十
二
億
円

⑪
乳
肉
複
合
経
営
等
の
推
進
対
策

去
勢
和
牛
肉
一
葬
鈴
“
挫
沌

去
勢
和
牛
肉

安定」二位価格 1,820円 Ｌ820円(100.0％】 1,90]円

中心価格

牛
肉
（
中
物
｝

''608.25円 1.608.25円(100.0％〕 1,682円

安定基準価格 1.4001理 1.400円(100.0％ L463R 

安定上･位価格 1,455腰 1,455円(100.0％〕 L5441ﾕヨ

中心価格 1,285.34円 ''285.34円(100.0％】 1,366関

安定基準価格 1,1201ｺミ Ｌ120円(100.0％】 LI88P： 

５８年度

政府決定
５９年度政府決定

b９年度

農協要求

加Ⅵ原料乳
保証価帯

基準取９１１，格

限度数量

9()円07銭

GRiIlfl6銭

215万}孝

90円07銭に00.0％）

69円18銭〈ﾕ01.2％）

222万ｶﾞﾊﾟﾕ33.3％）

99;ｴ｣75銭

豚肉』一座陰彗・上物一
安定上位ｌＨｉ格

品}；‘f,、’1[ｉ格

安定基準１ｍ格

780円

689.65円

600円

780ｌｚｊ(』00.0％）

689.651'](]００．C％） 

600円(100.0％）

827:日』

732, 

637円

肉（中物）

去

勢
和
牛
肉

玉そ

勢の
iN他
肉の

安定」二位(ｍ格

;i：心価祷

安定基準価格

安定1-..位価格

i[］心価格

安定基準価格

1,820円

L,608.25円

二,4001'］

ユ,455円

1,285.34凶

1,120円

1,6Ｃ 

1,28 

〕20円(100.0％》

､251J]<100.0％） 

400円〈100.0％）

455{J』(100.0％）

､34口:(二00.0％）

120】w｣<二00,％〉

1,90X1IJ 

1,682円

1,463iJj 

1,5441'］ 

1,366IIJ 

1,1881'］ 
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約
卜
億
円

事
故
率
の
低
下
等
に
よ
る
生
産

性
の
向
上
と
肥
育
素
牛
の
安
定

的
な
供
給
に
責
す
る
よ
う
、
酪

農
経
営
が
乳
用
雄
子
牛
の
哺
育

育
成
の
開
始
・
塔
頭
を
行
っ
た

場
合
に
奨
励
金
を
交
付
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
哺
一
具
冨
成
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
乳
用
雄
子
牛

の
哺
育
育
成
を
行
う
場
合
に
縫

励
金
を
交
付
す
る
【

二
、
酪
農
対
策
約
四
十
六
億
円

Ｈ
酪
農
経
営
負
債
整
理
資
金
の
融

通
約
十
七
億
円瀞鑓：

昭
和
五
十
六
年
か
ら
貸
付
け
か

行
わ
れ
て
い
る
龍
農
経
営
負
債

整
理
資
金
に
つ
い
て
、
五
十
九

年
度
も
引
き
続
き
所
要
の
貸
付

け
を
行
う
た
め
利
了
補
給
堆
金

の
拡
充
等
を
行
う
。

口
酪
農
経
営
安
定
特
別
対
策

約
四
億
円

口
飲
用
牛
乳
市
場
正
常
化
対
策

約
十
「
億
円

仰
飲
用
牛
乳
消
費
拡
大
対
策

約
ト
ー
億
円

三
、
食
肉
流
通
消
費
改
善
対
策

一
一
十
億
円

す
。
理
事
と
監
事
の
性
格
は
違
い
、
合
理
的
に
し
か
も
適
法
に
お
こ
な
わ
で
一
丸
組
合
の
役
員
と
し
て
の
罐
本
全
体
の
利
益
の
た
め
に
行
動
し

う
一
つ
は
総
会
の
決
議
に
従
っ
て
、
任
務
の
重
要
性
と
い
う
点
で
は
同
じ
十
分
理
解
さ
れ
る
よ
う
適
切
に
伝
式

要
な
、
す
べ
て
の
組
合
業
務
に
つ
い
て
も
、
理
事
と
監
事
と
で
は
、
そ
の
丈

そ
の
役
割
も
異
な
り
ま
す
．

組
合
の
業
務
全
般
を
執
行
し
、
組
合
で
す
ゃ
そ
し
て
、
理
事
’
監
事
と
も
え
ま
す
℃

は
対
外
的
な
活
動
を
す
る
た
め
に
必
こ
の
卜
ぐ
う
に
組
合
の
役
員
と
い
「
貢
の
た
め
の
組
合
迎
営
に
努
め
ま
率
先
し
て
利
岨
し
ま
す
？

は
二
つ
の
側
面
か
あ
り
ま
す
。
一
つ
た
め
の
惜
置
を
と
る
こ
と
で
す
。
①
組
合
員
の
意
思
を
尊
重
し
、
組
合
に
は
関
係
せ
ず
、
組
合
事
業
券

て
組
合
を
代
表
す
る
権
限
で
｛
Ｌ
も
職
務
内
容
は
大
き
く
違
い
ま
す
が
、
②
組
合
員
に
組
〈
、
の
方
針
・
計
画
か
た
め
組
合
業
務
に
専
念
し
ま

の
内
部
組
織
を
維
持
管
理
す
る
職
務
に
専
門
的
職
能
を
発
揮
す
る
前
提
と
③
組
合
員
の
自
主
的
組
織
活
動
が
活

理
事
の
職
務
権
限
は
、
法
律
的
に
要
な
時
に
は
業
務
を
正
し
く
さ
せ
る
て
み
ま
し
ょ
う
．

役
員
に
は
理
事
と
監
事
が
い
ま
の
業
務
が
粗
く
、
の
目
的
に
沿
っ
て
、
も
と
づ
く
具
体
的
な
役
割
が
あ
る
の
④
誠
実
を
モ
唖
ト
ー
に
、
組
合
員

役
員
の
役
割

バヨハ

権
限
で
す
（

れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
監
査
し
、
必
的
役
割
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
あ
げ
ま
す
”

ま
た
、
監
事
の
職
務
権
限
は
組
合
格
的
徳
性
や
能
力
が
あ
り
、
そ
れ
に
の
育
成
に
心
が
け
ま
す
．

噌
撃
乳
雰
篝
鑿
婁
曲

昭
和
五
－
八
年
度
の
乳
成
分
差
益
金
が

出
ま
し
た
の
で
、
前
年
同
様
次
の
と
お
り

組
勘
口
座
へ
振
込
み
し
ま
し
た
。

差
益
余
総
額

一
一
一
一
、
六
七
一
一
「
ｃ
五
五
円

二
キ
ロ
当
り
一
一
－
四
銭

一
七
八
二
八
）

組
勘
振
込
年
月
日

昭
和
五
十
九
年
一
一
一
Ｈ
三
十
一
Ⅱ

し
て
、
役
員
共
通
の
期
待
さ
れ
る
人
発
と
な
る
よ
う
働
き
か
け
ぞ

Ｅ。

震憾のシーズンとなり患した

⑥
役
員
と
し
て
の
職
責
を
果
た
す

⑤
組
合
と
競
合
関
係
に
あ
る
東
業

＝ 

二コ

役割

⑤ 

権限です．

して、役員共通の期待される人発となるよう働きかげ、そ

役員の役割

また、監事の職務権限は組合格的徳性や能力があり、それ仁の育成に心がけます．役員には理事と監事がいまの業務が組合①】的に洛って、もとづく具体的な役割があるの④誠実を一七シトーに、組合員す。理事と慌事の性格は違晒合理的にしかも適法におこなわです。組合の役員とＩ）ての罐本全体の利益のために行動し
その役割も異なります。

れているかどうかを監査し、必的役割について、いくつかあげ生Ｌ理事の職務権限は、法律的に要な時には業務を定－しくさせるてみましよ『『も
⑤組合と競合関係にある事業は一万の側面があります．》つための惜置をとることで丈①組合員の意思を尊重し、組合には関係せず、組合事業をは対外的な活動をするために必この」了に組合の役員、〆愚っ貢のための組合運営に努めま率先して利隠します。要な、すべての組合業務についても、理事と監事とでは、その一丸

⑥役員シ｜しての職責を果たすて組合を代表する権限でＴｂ職務内容は大きく違いますが、②組合員に組合の方針・計画がため縫合業務に専念－〉まう一つば総会の決議に従って、任務の重要性という点では同昨）‐デ分理解されるよう適切に伝す。組合の業務全般を執行）、組合で寸稻そして、理事・監事ともえま頑の内部組織を維持管理する職務に専門的職能を発揮する前提と③組合員の自主的組織活動が活 農作業のｼｰｽﾞﾝとなり患した
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に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
説

明
し
、
組
合
員
各
位
の
ご
意
見
を
伺

う
た
め
の
部
落
懇
談
会
が
、
こ
の
程

実
施
た
れ
ま
し
た
。
各
地
区
共
き
び

し
い
農
業
情
勢
・
農
家
経
営
を
背
景

に
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

内
容
的
に
は
、
営
農
計
画
の
立
て

方
・
負
債
対
策
農
家
に
対
す
る
営
農

指
導
の
あ
り
方
・
離
農
に
伴
う
土
地

処
分
の
方
法
・
農
業
所
得
税
対
策
の

必
竺 ＝－－－－－－鞄－１１部

｜部落懇談会から

昭
扣
五
十
九
年
度
事
業
計
画
樹
祓

問
題
・
畑
作
農
家
の
地
力
回
復
維
持

及
び
負
債
対
策
・
畜
産
販
売
の
取
扱

い
・
生
産
資
材
価
格
と
系
統
に
対
す

る
疑
問
・
役
職
員
の
研
修
に
つ
い
て
・

定
年
延
長
に
伴
う
職
員
定
数
の
問
題
（

後
継
者
対
策
等
か
出
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

農
協
で
は
、
こ
れ
塞
斐
忌
見
を
十
分

検
討
の
う
え
事
業
計
画
に
取
入
れ
る

も
の
、
改
釜
子
る
も
の
等
に
区
分
し

て
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

農協運営に
組合員の声を反映

３月９日～21日(内7地区で開催）

H舜日

こ
の
試
験
は
、
前
年
に
株
ご
と
に

選
抜
し
た
個
体
を
各
十
粒
づ
つ
植

え
、
系
統
と
し
て
取
り
扱
い
、
優
良

な
系
統
を
選
抜
し
と
う
と
す
る
世
代

で
す
。
こ
の
選
抜
世
代
で
は
各
系
統

十
粒
柿
え
る
の
で
、
各
系
統
の
特
性

を
大
部
分
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
、
生
育
中
に
肋
芽

は
良
好
か
、
早
い
か
遅
い
か
、
揃
っ

て
い
る
か
、
初
期
生
育
は
良
い
か
悪

い
か
、
繁
茂
の
状
態
は
開
く
タ
イ
プ

か
直
立
タ
イ
プ
か
、
茎
長
は
高
い
か

低
い
か
、
茎
数
は
多
い
か
少
な
い

か
、
花
は
何
巴
か
、
花
数
は
多
い
か

少
な
い
か
、
葉
は
大
き
い
か
小
さ
い

’ 馬
鈴
薯
談
義
③
ば
れ
い
し
ょ
品
種
改
良
の
話

山
菜
と
り
の
お
と
も
に
‐
…
‐

系
統
選
抜
試
験

＊
原
色
・
山
菜
一

＊
山
菜
全
科
一

根
釧
農
試

迩
葉
の
形
は
バ
イ
ラ
ス
症
状
と
紛

ら
わ
し
く
な
い
か
、
疫
病
お
よ
び
そ

の
他
の
病
気
の
罹
病
程
度
は
ど
う

か
、
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。
ざ
ら
に

収
穫
時
に
い
も
着
は
密
か
粗
か
、
塊

茎
の
形
、
粒
揃
い
、
目
の
深
浅
、
皮

色
、
肉
色
、
外
見
、
中
心
空
洞
な
ど

観
察
し
、
さ
ら
に
、
調
査
室
で
い
も

数
、
｜
粒
重
、
い
も
重
、
で
ん
ぷ
ん

価
お
よ
び
で
ん
ぷ
ん
童
な
ど
を
量
っ

て
、
そ
の
多
少
を
調
べ
ま
丈
以
上

の
よ
う
な
特
性
を
明
ら
か
に
し
て
、

熟
期
ご
と
に
食
．
加
工
用
、
で
ん
ぷ

ん
原
料
用
に
分
け
て
優
良
と
思
わ
れ

る
系
統
を
選
抜
し
ま
｛
し
収
量
形
質

村
上
紀
夫

蛋罰 、
四
○
○
円

、
二
○
○
円

且

は
気
象
条
件
（
年
に
よ
り
）
お
よ
び
植

え
ら
れ
た
圃
場
に
よ
り
二
○
％
程
度

変
動
し
ま
十
％
つ
ま
り
、
本
来
十
ア

ー
ル
当
り
で
ん
ぷ
ん
童
が
五
百
キ
ロ

の
も
の
が
六
百
キ
ロ
ま
た
は
四
百
キ

ロ
を
示
す
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と

重
几
こ
の
よ
う
な
選
抜
の
信
頼
性

か
ら
、
こ
の
世
代
で
は
余
裕
を
も
っ

て
五
十
～
六
十
系
統
を
用
途
別
に
選

抜
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
四
十
九
年
に
品
種
に

な
っ
た
ワ
セ
シ
ロ
は
選
抜
五
十
系
統

中
、
で
ん
ぷ
ん
垂
で
は
三
十
一
番
目

で
あ
っ
た
か
、
担
当
者
か
ら
早
生
で

や
や
高
で
ん
ぷ
ん
価
で
、
地
上
部
生

態
が
良
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
載
い
て

い
る
が
、
五
十
六
年
に
品
種
に
な
っ

た
コ
ナ
フ
ブ
キ
は
選
抜
三
十
六
系
統

中
、
で
ん
ぷ
ん
童
で
は
二
十
番
目
で

あ
り
、
担
当
者
の
コ
メ
ン
ト
が
全
く

記
録
さ
れ
て
な
く
、
注
目
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

脇
広
報
係
に
申
し
出
下
さ

家
の
光
協
会
で
出
版
し
て

い
、

い
ま
す
が
、
希
望
者
は
震

Ⅲ菜とりのおとも陸‐‐‐Ｉ＊原色・山菜一四・・円＊山菜全科三８円
い協
。広
報

､㎡弓
一=
て■

い家
示の
す光

係が協
｜こ、会
申希で
し／望出
出者版．
下はし
さ震て

系統選抜試験根釧農試村上紀夫 馬鎧薑識義愈ばれいしょロ叩腫改良の話



農協だ(５ よ ， 昭和Fi9年４｣-l５Ｅ

三
月
上
旬
、
千
葉
県
宏
易
南
部
酷

農
協
へ
、
乳
牛
（
主
に
経
産
牛
尻
追

跡
調
査
と
拡
販
に
行
っ
て
来
ま
し
た

の
で
報
告
致
し
ま
す
。
董
房
南
部
酪

農
協
は
、
東
京
か
ら
特
急
で
約
二
時

間
、
房
総
半
島
の
突
端
に
あ
る
館
山

市
に
事
務
所
を
清
く
専
門
酪
農
脇

で
、
組
合
員
数
一
四
○
名
、
乳
牛
飼

養
頭
数
一
一
一
○
○
頭
、
出
荷
乳
圖
’
’

○
五
○
○
・
〈
都
市
近
郊
の
乳
肉
兼

業
の
嬬
農
地
帯
で
は
あ
る
が
、
酪
農

の
歴
史
が
あ
る
せ
い
か
、
乳
牛
は
ミ

ル
ク
を
生
産
す
る
機
械
の
よ
う
な
印

象
は
受
け
な
か
っ
た
ｆ
重
湯
南
部
酪

干簔ii瀞i篝iiiiiifiiii薑'霞
千葉

東京届

房
総
半
島

農
協
は
昨
年
度
北
海
道
よ
り
一
四
八

頭
導
入
し
て
い
る
が
、
内
一
○
五
頭

を
中
標
津
町
農
協
、
残
り
か
ホ
ク
レ

ン
釧
路
支
所
よ
り
導
入
し
て
い
る
。

昨
年
ま
で
北
海
道
各
地
か
ら
導
入
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
釧
路
及
び

中
標
津
の
乳
牛
催
足
腰
が
強
く
、
帆

飼
料
を
充
分
食
べ
て
い
る
せ
い
で
、

大
量
の
粕
類
も
充
分
喰
い
込
め
る
よ

う
で
あ
る
。
大
消
費
地
を
控
え
て
の

こ
の
地
区
は
大
半
が
一
腹
搾
り
で
、

産
仔
も
牝
・
牡
と
も
六
ヶ
月
間
肉
素

牛
と
し
て
育
成
さ
れ
、
二
五
○
蛇
程

度
て
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
酪
腱
協
の

P穴:､Ⅱ

館l」

畜産販売課

畑義政

乳
牛
導
入
条
件
は
、
系
統
的
な
も
の

は
問
わ
ず
無
理
し
て
搾
り
こ
ん
で
い

な
い
も
の
で
、
五
才
か
ら
ト
オ
迄
の

体
高
一
四
○
ｍ
以
上
、
胸
囲
二
○
○

ｍ
以
上
、
体
積
の
あ
る
肉
仕
上
の
容

易
な
も
の
が
希
望
さ
れ
て
い
る
。
今

年
の
導
入
も
一
○
○
頭
前
後
が
見
込

ま
れ
る
が
、
導
入
牛
の
大
半
は
九
月

か
ら
十
二
月
分
娩
に
占
め
ら
れ
て
い

る
の
で
、
産
地
と
し
て
も
対
応
し
や

す
く
、
高
令
牛
の
販
売
先
と
し
て
も

魅
力
あ
る
市
場
重
Ｌ
他
の
府
県
の

酪
農
も
そ
う
だ
が
、
経
済
性
の
追
求

は
北
海
道
よ
り
も
非
常
に
旺
盛
で
、

よ
り
も
う
か
る
牛
を
求
め
る
の
は
絶

対
の
条
件
に
な
っ
て
い
る
。
理
在
の

よ
う
な
経
済
情
勢
で
す
か
ら
、
産
地

と
し
て
も
、
よ
り
経
済
性
の
高
い
乳

牛
を
生
産
し
、
府
県
の
希
望
す
る
乳

牛
を
販
売
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
今
年
も
八
月
以
降
、
畜
産
物
が

多
量
に
出
荷
さ
れ
る
時
季
が
来
ま
す

が
、
乳
牛
は
購
買
者
の
立
場
か
ら
几

る
と
、
四
○
万
か
ら
五
○
万
は
商
品

の
購
入
と
し
て
高
価
な
も
の
で
す
。

登
録
’
毛
刈
’
削
蹄
な
ど
を
し
て
販

売
価
値
の
高
い
商
品
を
つ
く
る
事
が

有
利
販
売
と
府
県
へ
の
販
路
拡
大
に

結
び
つ
く
と
思
い
ま
す
。

農
村
漁
村
の
生
活
向
上
を
め
ざ

し
て
、
第
三
Ｉ
｜
｜
回
農
Ⅲ
漁
家
生

活
改
善
実
績
発
表
大
会
が
国
立
婦

人
教
育
会
館
で
三
月
一
日
～
｜
｜
｜
日

ま
で
の
三
ｎ
間
、
実
績
発
表
と
全

体
討
議
が
行
わ
れ
、
俵
僑
高
台
の

み
の
り
会
が
北
海
道
代
表
と
し
て

選
ば
れ
、
中
司
君
子
さ
ん
が
発
表

さ
れ
た
。

全
国
都
道
府
県
か
ら
代
表
Ⅲ
十
・

七
名
が
こ
の
大
会
で
発
表
さ
れ
た

が
、
み
の
り
会
の
発
表
内
容
は
次

／
 

'第32回農山鰄生活改善実績艤鹸報告、
〆。

農村生活向上を
－めざして

熟翔ペル
ー
＃
ｆ

「熟

i司
潤

の
よ
う
な
内
容
で
し
た
。

み
の
り
会
は
昭
祁
二
十
六
年
、

ニ
ト
四
名
で
発
足
し
、
’
’
’
十
二
年

間
へ
現
在
九
名
）
食
生
活
の
改
善
。

ｎ
家
野
菜
の
普
及
’
生
活
環
境
づ

く
り
・
生
活
の
見
直
し
な
ど
、
食

生
活
と
健
康
管
理
を
中
心
に
実
施

さ
れ
た
活
動
内
容
を
発
表
さ
れ

た
。
そ
の
他
の
発
表
内
容
も
、
野

菜
づ
く
り
と
健
康
管
理
、
新
生
活

運
動
な
ど
具
体
的
実
践
内
容
が
多

く
発
表
さ
れ
た
。

＆
 

Ｚ 

発表者の牢司言二こん
全国大会での感想を

語ってく１?ぎしだ。
ノ
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酪
農
経
営
の
中
で
乳
房
炎
の
被
害

は
、
わ
が
国
に
お
い
て
大
き
な
問
題

で
あ
る
。
し
か
も
、
潜
在
性
乳
房
炎

の
隠
れ
た
損
害
を
含
め
て
想
定
す
る

と
、
乳
房
炎
問
題
は
酪
農
経
営
上
の

重
要
課
題
で
あ
る
。
と
く
に
、
昨
今

の
厳
し
い
酪
農
情
勢
下
に
あ
っ
て
、

こ
の
問
題
へ
の
取
組
み
が
生
産
コ
ス

ト
の
低
減
に
き
わ
め
て
重
要
な
意
義

を
も
つ
こ
と
に
な
っ
て
き
た
，

牛
群
検
定
莇
業
の
中
で
、
北
海
道

で
は
、
最
近
無
脂
乳
固
形
分
率
の
個

体
検
定
が
広
く
普
及
し
、
乳
成
分
率

改
善
へ
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
一

方
、
牛
乳
中
の
体
細
胞
数
測
定
に
よ

る
潜
在
性
乳
房
炎
へ
の
関
心
が
急
激

に
古
同
ま
っ
て
い
る
。

で
は
三
牛
乳
中
に
み
ら
れ
る
体
細

胞
と
は
ど
ん
な
も
の
か
？
』

そ
れ
は
、
乳
牛
の
身
体
あ
る
い
は

血
液
か
ら
由
来
す
る
細
胞
で
、
色
々

な
タ
イ
プ
に
と
ん
だ
細
胞
が
含
ま
れ

￣ 

細乳
胞中
|このて

い
る
。
そ
し
て
正
常
な
牛
乳
の
中

に
も
、
常
に
少
数
は
存
在
し
、
乳
房

内
の
組
織
は
、
細
菌
感
染
お
よ
び
そ

の
他
の
タ
イ
プ
の
破
壊
に
対
し
て
、

血
液
か
ら
き
わ
め
て
多
数
の
体
細
胞

を
牛
乳
巾
へ
流
し
出
す
と
い
う
反
応

を
示
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と

で
の
体
細
胞
の
増
加
は
、
身
体
の
病

原
菌
に
冒
さ
れ
た
傷
が
で
き
た
場
合

の
〃
膿
〃
は
細
胞
の
増
加
と
同
じ
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
多
量
の
細
胞
は
白
血

球
と
呼
ば
れ
、
侵
入
す
る
細
菌
の
破

壊
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
乳
腺
上
皮
細
胞
と
白
血

球
の
脱
落
し
た
も
の
を
総
称
し
て
体

細
胞
と
い
え

題
牛
乳
中
の
体
細
胞
数
の
正
常
値

は
い
く
ら
か
？
』

正
常
値
と
は
な
ん
ら
乳
一
腸
炎
に
冒

さ
れ
て
い
な
い
乳
牛
の
牛
乳
の
中
に

み
ら
れ
る
体
細
胞
数
値
の
こ
と
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
“
中
十
～
二

つ
い
て

Z=函

一＝＝￣＝￣＝■＝＝￣＝￣＝

雪印中標;事工場

徳永隆一一

場
戸

雫隆

￣ 

１
万
個
と
い
わ
れ
．
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
は
二
１
万
個
、
ス
イ
ス
で
は

二
十
五
万
個
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
一
一
一

十
万
個
と
い
っ
た
よ
う
に
国
に
よ
り

種
々
で
は
あ
る
が
、
日
本
に
お
い
て

は
そ
の
限
定
数
は
な
い
。
し
か
し
乳

一
房
炎
の
疑
い
と
し
て
見
る
場
合
五
卜

万
個
を
一
つ
の
ラ
イ
ン
と
し
て
い
る
”

牛
乳
中
の
体
細
胞
数
を
把
握
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
結
論
か
ら
申
し
ま

す
と
、

叩
牛
乳
の
成
分
は
、
臨
床
的
な
乳
房

炎
症
状
が
な
い
場
合
で
も
体
細
胞

数
の
上
昇
に
従
い
、
異
常
な
変
化

を
示
一
凡

②
外
凡
上
健
康
に
見
え
る
乳
牛
か
ら

の
牛
乳
に
お
い
て
も
体
細
胞
数
が

高
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
き
は
、
潜
在

性
乳
房
炎
に
原
因
す
る
乳
房
の
障

害
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
個
体
牛
か
ら
牛
乳
に
対
す

る
体
細
胞
数
測
定
は
、
肉
眼
的
な

症
状
の
な
い
潜
在
性
乳
房
炎
の
発

見
を
可
能
に
す
る
。

③
大
半
の
牛
群
に
お
い
て
は
、
そ
の

全
乳
牛
の
二
十
－
’
二
十
％
位
が
常

に
潜
在
性
乳
房
炎
に
冒
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

山
下
均
的
に
い
っ
て
、
体
細
胞
数
の

2べ唾ニバ､２房も、塾、ﾆﾊ竜｣Ｐｂﾛﾆｰ、二P『蛾：－，－｢■＝や笄や＝･藷己年可毛:■Tい:夢行小円屯唖蕊唾シ5句巴ﾆｼﾞ百画凸･丙画毘､託す1１

１ 

一
過
曰
、
税
対
委
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
戴

一
さ
、
昭
和
五
十
八
年
度
農
業
所
得
税
申
告
が
終

一
り
ま
し
だ
。
申
告
の
状
況
は
次
の
通
り
で
す
。

組
合
一
員
一
Ｐ
数
一
一
一
六
四
一
Ｆ

申
告
戸
数
一
一
一
四
六
一
Ｐ

内
納
税
戸
数
一
一
一
九
戸

納
税
額
一
八
、
五
七
八
千
円

》
ｉ
ｆ
！
；
…
’
…
…
Ｊ
１
ｌ
Ｊ
ｉ
ｉ
Ｊ
ｉ
ｊ
；
…
…
…
…
！
…
…
…
Ⅲ
ｉ
ｉ
ｆ
ｉ
ｉ

増
加
に
伴
っ
て
乳
量
は
潜
在
能
力

以
下
に
低
下
す
る
。
し
た
が
っ
て

潜
在
性
乳
房
炎
は
乳
量
生
産
減
退

の
重
要
な
原
因
で
あ
る
。

⑤
更
に
体
細
胞
数
の
増
加
に
件
な

っ
て
乳
成
分
か
変
化
す
る
。
し
た

が
っ
て
体
細
胞
数
の
増
加
に
よ
っ

て
牛
乳
の
金
銭
的
な
価
値
が
低
下

す
る
。

⑥
潜
在
性
乳
房
炎
に
感
染
し
て
い
る

町
Ｉ
■
０
．
１
Ｊ
ｊ
伊
１
９
■
１
■
’
Ｊ
い
い
列
⑥
》
ｒ
則
ご
■
や
巴
刈
俔
咀
も
り
Ｐ
Ｕ
由
引
ゴ
ア
》
ｈ
刊
Ｐ
い
、
乱
’
－
０
’
－
１
１
Ⅱ
！
Ⅲ
Ｉ
ｑ
Ｊ
Ⅲ
Ｊ
１
・
叩
Ｉ
ｑ
ｌ
Ｄ
ｍ
Ｉ
イ
６
．
Ｊ
■
、
和
Ⅱ
ロ
Ｊ
１
■
０
１
■
Ｊ
１
■
Ｊ
１
■
１
．
１
■
’
０
１
．
４
．
１
■
‐
■
’
１
■
４
ｒ
・
ｌ
ｄ
４
ｒ
１
ｄ

》
鰯
露

蕊
繍

叩『ぽいｍＰ・眼叫叱・叩町民咀叩■■Ⅳ叩淫

"雪、

腫
震
鑿

空
呂
雷
｛
占
い
マ
マ
一

肥
叩
｛
ず
唖

乳
牛
は
、
個
体
牛
の
体
細
胞
数
値

の
利
用
に
よ
っ
て
か
な
り
正
確
に

識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

、
体
細
胞
の
多
く
含
ま
れ
て
い
る
牛

乳
で
は
レ
サ
ズ
リ
ン
テ
ス
ト
で
良

い
成
績
は
望
め
な
い
。

⑧
体
細
胞
と
く
に
白
血
球
が
多
く
含

ま
れ
る
牛
乳
で
は
抗
菌
性
物
質
検

査
（
デ
ィ
ス
ク
検
脊
）
に
お
い
て
陽

性
反
応
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。

鱸
露
鱸
一
溌

鶴
譲
鱗
灘
》

》
□
卍
ｍ
ｒ
ｗ
暉
咋
□
『
咀
咋
（
世
、
淫
・
”
幹
（
ｗ
Ｔ
０
Ｃ
ｗ
ｗ
汪
咀
ｗ
ｕ
Ｌ
ヴ
ｗ
０
町
射
ず
派
巫

少匂
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昭側59年４月５Ｆ(7)農脇だより

、／ 

労災保険特別加入の
あらましと取りまとめについて

のＲ宵11相当額が日数に対して支給されます今年も保険の加入更新時期となりましたので

膿家のみなきんが加入できる労災保険の特別力「

入制度について紹介致します。 Ｖ報告

無紋が発生した場合は、病院で括療後直ちに

農協へお知らせ下きい。必要手続を致します。特別加入制度のあらまし

本来、労災保険は事業に使用ざｵLている労働

者の保謹を目的とする制度ですので、農業主・

家族従事者の災害は、労災保険の保誠の対象外

であるが、腱家ても労働者に準じて、一定の要

件をみたす災害については、保険給付を'受けら

れるようになっています。これを労災保|礎の特

別加入といいます、

Ⅵ保険料

韮本日額×365日×命
※基礎Ｒ額とは、労働者の１日賃金の替わり

のものです。

2,500円より1,600円のうち自由に決める二と

かＩⅡ来ます。当農協の場什、保険料の関係もあ

り、基礎日額を全員2,500円で掛けております。

寂で

Ａ・I一定の要件

指定農業従事者である。

①労働大臣の指定する農業機械を使用して、

土地の耕作、もしくは開墾、または植物の栽

培採取の作業を行う自営農業者に|膜られる。

②指定する農業機械とは

○農業用トラクター（耕うん擁地用機具・栽

嶋管理用:機具・防除、機具・収挫調整、機具

運搬用機具が連結され、または、装着きれた

ものを含みます）

○トラック・自走式運搬用機具・チェンソー

コンベアー（当地関係分）

※自分の、場またはＩ術|道（格納庫から圃場ま

で）以外または①②以外の農作業・機械に

よる災害については、労災保険の対･象とな

りません肉

Ｂ・雇入れ農業労働者（学生・アルバイト・

出面など）

○労働者を雇用し、農作業中に災害が発生した

とき補償きれるもの。

○労災保険に加入している農業労』働者本人には

同保|鑓て補償されますが、雇主の事故発生に

対･する安全管理が適格であったかどうか、責

tEを追求きれ、調在によって落度があれば逆

に国に対して支払いしなければならない場合

力;あ'）ますので、農作業については危険な仕

事に付かきオLないよう允分配慮して下さい,、

Ⅵ保険料

前年度農業労働者に支払った賃金総額の命
の掛金

例一夏期アルバイトの場合

100.000円×市→700円

P巳琶

Ⅱ指定病院

町立中標津病院・大野整形外科となっており

ます。指定病院の指示により権医することもた

ります房

Ⅶ年度更新

ｌｊ１Ｉ入・脱退・変更は毎年４ノイより翠年３月ま

でを単位とし、更新します。

Ｂの雇用労働者の場合は、年度の当初で概算

で､保険料を決めて納付しておき．年度末の賃金

総額が確定したところで精算することになりま

す伺

Ⅲ保険給付

①②による作業L'二'の負傷・疾病・死亡につい

ては、保険給付（療養・休業・障蒋・遺族・葬

儀・長期傷病・舗償給付）を受けることが出来

ます。

５９年度の年度更新手続にあたり４月'１』に躍礎

襲繍鯛禰警時…ノ
Ⅳ休業補償

入院中は入院４Ｈ目から退院まで、基礎１－i額

、
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五
十
八
年
秋
に
馬
鈴
し
ょ
栽
培
腱

家
全
戸
を
対
象
に
土
壌
診
断
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
こ
の
結
果
を
紹
介
し

な
が
ら
問
題
点
と
改
善
策
を
考
え
て

み
ま
す
□

土
壌
診
断
を
実
施
さ
れ
た
農
家
は

全
休
の
約
八
割
に
当
る
四
十
几
戸
で

一
戸
当
り
四
ほ
場
と
割
り
当
て
し
て

土
を
持
っ
て
来
て
頂
き
ま
し
た
が
全

部
で
約
二
○
○
点
隣
審
謀
り
ま
し
た
。

『
土
壌
養
分
の
実
態

土
壌
診
断
項
目
の
洲
・
り
ん
酸
’

苦
土
・
加
里
・
苦
土
加
里
比
に
つ
い

て
、
そ
の
診
断
値
の
分
布
状
況
を
経

営
形
態
別
に
下
図
に
示
し
ま
し
た
。

要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

①
閉
に
つ
い
て
は
、
酪
畑
農
家
で
は

五
○
％
以
上
が
基
準
値
以
上
に
な

「
て
い
る
が
、
畑
専
農
家
で
は
約

一
一
一
○
％
し
か
達
し
て
い
な
い
。
極

端
に
低
い
四
・
九
以
下
の
ほ
場
は

馬
鈴
薯
畑
に

苦
土
炭
カ
ル

Ⅱ
澱
原
馬
鈴
薯
生
産
向
上
の
た
め
に

北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所

も
ち
ろ
ん
で
す
が
五
・
○
に
近
い

ほ
場
は
早
急
に
石
灰
資
材
で
酸
朧

改
良
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
ず
“

②
り
ん
酸
に
つ
い
て
は
、
や
や
畑
専

農
家
よ
り
酪
畑
農
家
の
方
が
低
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
全
体
的
に

も
不
足
し
て
い
ま
す
。

③
苦
土
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
に
欠

乏
状
態
に
あ
り
ま
す
。

④
加
里
に
つ
い
て
は
、
半
数
近
く
が

十
分
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。
て
ん

菜
栽
培
・
堆
肥
散
布
・
馬
鈴
し
ょ

連
作
に
よ
り
高
ま
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

⑤
苦
土
加
里
比
に
つ
い
て
は
、
半
数

以
上
が
基
準
値
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
ｂ
苦
土
の
含
量
が
低
く
て
も

・
川
里
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

る
と
こ
ろ
に
、
馬
鈴
し
ょ
生
産
の

上
で
一
救
い
」
と
な
っ
て
い
る
よ
７

で
す
。 ・
熔
リ
ン
を
〃

"念、

図土壌診断値の分布状況（■:畑専農家□:酪畑農家】

％ 
Ｐト りん酸ｌ農苦土 苦土加里比加里

BIB 
鋼 6１ 

斑

60。

記

蝿
↓1６－ 

4２ＩＩＰ 

甜豐f1n， 

３４，F 鋤

箔「
3： 

幻

，0１學勵型ｉ劇皇塁藝
1５ １４ 

戯＿三と一』]“＿皇ＬⅡ＿鴎、
数liiの範賎４９以下50-5｣'5.5-60'611M上4噂以下'5-9噸10-30噸帥圏以FIl5-幽蝿'25-45風M6鴫以上9噸以下llO-l4m3ll5-n噸131噂以上q9nTll小L9120以上
判断些準ｘｘｘ○｜△ｘｘｌｘｏｘｘｘｌＯ△ｘｘｌｘｌｏ｜△ｘｘｌｘ’○

\U断基準の見方××:極端に低いｘ:低い○:ちょうどよい△:高い､崔司、

二
、
土
壌
診
断
タ
イ
プ
別
の
実
態

全
部
の
土
壌
を
不
足
養
分
の
組
み
合
わ
せ
別
に
十
六
の

タ
イ
プ
に
分
類
し
た
と
こ
ろ
、
表
に
示
し
た
五
つ
の
タ
イ

プ
が
特
に
目
立
ち
ま
し
た
。

最
も
多
い
タ
イ
プ
は
、
す
べ
て
の
養
分
が
基
準
値
に
満

た
な
い
川
肥
で
、
経
営
形
態
に
よ
る
差
は
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

三
、
土
壌
改
良
資
材
を
使
お
う

今
回
の
土
壌
診
断
結
果
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
土
壌
改

良
資
材
の
使
い
方
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
丈

不
足
養
分
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
苦
土
炭
カ
ル
・
熔

り
ん
の
計
画
的
な
施
用
が
急
が
れ
、
重
免

表主な土壌診断タイプ別のほ場割合

タ
イ
プ
山

項目別評価

klll理農家 酪畑農家 全休

隣酸ＰＨ 苦土 加里

Ｒ％ １７％ １日％○ Ｃ ７ × × 

Ｃ 旨 × × × １ワ 1８ 1５ 

○ ○ Ⅱ × × ]Ｆ１ ９ ４ 

○ 脾 × × × 1F lＥ ]信

lＧ × × × ×’３３ ２Ｓ ３１ 

○印:基準値以上×印:基準値未満(不足謹分】

蓮liiの粒醗 4.9以下 ij､1以上 4噂眺 ０国 Ｕ、 HOIT ~鯉口 '25- 16喀以』 -14可 '3'喀以ｊｗ 0.【 BIT ．「.-⑪０
■■■■=▲｡ 

判断基準 ×× × ○ △ ×× 
ノー、
Ｌ」 ×× ×’○ △ )〈×’× ○｜△ ×＞ ○ 

ＦＭ｣,ＩＷｊｌ 
タ

イ
プ

NDI 

項目別評価

ＰＴで
一■▲ 隣酸 苦土 力I;里

!|||専農 酪畑農家 全休

○ × × ○ ８％ エ
｢７％ 

１３′ｐ 

○ × × × 二８

× ○ × 
'~、
ミノ ４ 

× × ○ l５ 

１６ × × × ３３ ２９ ３１ 
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冬
が
去
り
、
雪
が
と
け
る
と
、
家

の
ま
わ
り
の
ゴ
ミ
・
雑
木
・
肥
料
の

あ
き
袋
等
々
、
雑
然
と
し
て
い
る
状

態
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

閉
ざ
し
が
ち
だ
っ
た
室
内
の
冬
の

汚
れ
も
、
春
の
明
る
い
日
ざ
し
の
下

で
は
目
に
つ
く
も
の
で
す
。

農
作
業
に
と
り
か
か
る
前
に
、
住

ま
い
の
清
掃
・
整
理
整
頓
で
快
適
な

部」

'四屑鬮國厩

快適な春の住まい
北根室地区農業改良普及所 」

、 タ

生
活
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
ガ
ラ
ス
を
き
れ
い
に

ガ
ラ
ス
は
月
に
一
回
程
度
、
軽
く

拭
い
て
い
る
と
、
い
つ
も
汚
れ
を
気

に
せ
ず
過
せ
ま
す
わ

拭
き
方
は
、
さ
ら
っ
と
し
た
竣
が

つ
い
て
い
る
程
度
な
ら
、
お
湯
ぷ
き

か
、
か
ら
拭
き
で
充
分
で
す
。

石
炭
’
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
ス
ス
、

た
ば
こ
の
や
に
、
調
理
の
油
煙
な
ど

で
室
内
の
汚
れ
の
多
い
家
は
、
専
用

の
洗
剤
を
使
う
と
早
く
き
れ
い
に
な

り
ま
す
。

油
汚
れ
で
べ
っ
と
り
し
た
フ
ァ
ン

は
、
使
い
古
し
た
食
用
池
を
約
六
○

℃
（
手
で
さ
わ
る
と
少
し
あ
つ
い
程

度
）
に
温
め
ま
す
。
竹
の
柄
の
ブ
ラ

シ
に
使
い
捨
て
布
を
巻
き
、
こ
れ
に

杣
を
し
ま
せ
て
、
フ
ァ
ン
に
ペ
タ
ペ

タ
塗
り
つ
け
ま
す
ｂ
そ
の
ま
ま
暫
く

お
い
て
か
ら
乾
い
た
布
で
抜
き
と
る

と
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

ゴ
ミ
も
無
計
画
に
処
理
す
る
と
．

汚
れ
も
ひ
ど
く
な
り
皇
几

●
台
所
フ
ァ
ン
の
手
入
れ

●
ゴ
ミ
の
自
家
処
理

ＲＴ可

生
ゴ
ミ
．
燃
え
る
ゴ
ミ
・
空
缶
’

空
ピ
ン
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
い
う
よ

う
に
、
ま
ず
、
ゴ
ミ
別
に
整
理
す
る

場
所
を
決
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
わ

〈
燃
え
る
ゴ
ミ
〉

屋
敷
の
一
角
に
ブ
ロ
ッ
ク
や
ド
ラ

ム
缶
で
簡
易
焼
却
炉
を
作
り
、
焼
く

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ブ
ロ
ッ
ク
の
簡
易
焼
却
炉
の
作
り

方
は
普
及
所
へ
問
い
合
せ
下
さ
い
。

〈
燃
え
な
い
ゴ
ミ
〉

空
缶
・
空
ピ
ン
等
、
燃
え
な
い
不

用
品
類
は
、
日
を
決
め
て
町
指
定
の

ゴ
ミ
処
理
場
へ
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ

．
？
。

〈
生
ゴ
一
三
〉

、／ 第
３
回
中
標
津
バ
ー
ン
ミ
ー
一
一
キ
ン
グ
開
催

主
催
中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会

開
催
月
日
四
月
十
二
日
午
前
十
時
三
十
分

講
師
東
藻
琴
村
・
楠
目
久
定
氏

開
催
場
所
俣
落
・
上
村
力
牧
場

＊
｜
般
組
合
員
の
参
観
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

台
所
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
を
屋
敷
内

の
片
隅
に
積
み
上
げ
て
い
る
家
を
見

か
け
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
虫
や
悪
央

の
発
生
源
に
な
り
、
と
て
も
不
衛
生

で
す
や図
の
よ
う
に
処
理
す
る
か
、
浅
い

穴
を
掘
っ
て
、
ゴ
ミ
を
土
の
中
に
埋

め
、
そ
の
ま
ま
堆
肥
と
し
て
利
用
し

ま
し
ｊ
工

ニコ

ふた･付き

ポリバウーツ(直径40～50cm】

、
１ 

３N 
」

￣帝
l5cItI 蕊

」
泰
藤
霊

塞僅 のこぎ}〕でハケソの底嘉ｕＩ)取鳥

5Ｕ 
Ｉ 

６Ｃ 
Ｃｎｌ 

年ごみ

牛ごみ

生ごみ

(大がいっぱいになったら､ポリパヶツを抜き、
新しい穴左堀ってTIT利用1-るふ

〃

ノ、

開催月日四灯十一百午前十時三十分開催場所俣落・上村力牧場講師東藻琴村・楠目久定氏主催中標津乳牛改良同志会＊一般組合員の参観も歓迎いたします。
第３

標

｜津バーン
「「「わⅡ０

グ開
催



昭和59年４月ＦｉＢ 農協だより (１０１ 

理事会
の

経過

第
十
回
理
事
会

開
催
月
日
一
一
一
月
一
一
日

開
催
場
所
農
協
役
員
会
議
室

議
案

「
昭
和
五
十
一
八
年
度
自
作
農
（
再

建
整
備
）
資
金
の
追
加
枠
の
借
入

申
込
み
に
つ
い
て

借
入
申
込
額
五
件

二
七
、
八
○
○
千
円

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
。

二
、
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
末
組
勘

残
の
割
賦
貸
付
に
つ
い
て

次
の
と
う
り
岱
付
が
塗
正
し
ま

し
た
。

割
賦
貸
付
四
十
六
名

一
五
二
、
五
一
一
千
円

短
期
貸
付
四
名

二
六
、
七
一
○
千
円

計
五
十
名一
七
九
、
二
二
一
千
円

三
、
離
辰
跡
地
の
購
入
希
望
者
と
資

金
の
借
入
申
込
に
つ
い
て

制
度
査
金
五
件

四
六
一
一
一
○
○
千
円

農
協
資
金
九
、
七
○
○
千
円

自
己
資
金
五
五
八
千
円

計
五
六
、
五
五
八
千
円

原
案
ど
う
り
迷
疋
し
ま
し
た
。

日■町

四
、
正
組
合
員
の
異
動
と
資
格
の
審

査
に
つ
い
て

昭
和
五
十
八
年
度
に
お
け
る
加

入
者
・
脱
退
者
。
資
格
変
更
者

に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
昭
和
五
十
八
肥
料
年
度
の
肥
料

価
格
の
設
定
に
つ
い
て

別
紙
掲
載
の
原
案
ど
う
り
決
定

し
ま
し
た
。

六
、
各
種
料
率
の
検
討
に
つ
い
て

草
地
開
発
事
業
割
を
現
行
三
％

を
一
％
引
下
げ
二
％
と
し
、
他

は
現
行
ど
う
り
と
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

七
、
定
積
ロ
ー
ン
の
取
扱
い
に
つ
い

て

定
期
積
金
の
積
極
的
推
進
方
策

と
し
て
定
期
積
金
に
付
随
し
た

貸
出
し
と
し
て
農
協
定
積
ロ
ー

ン
を
取
搬
う
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

八
、
火
災
共
済
及
び
自
動
車
共
済
の

仕
組
改
訂
に
つ
い
て

〈
火
災
共
済
〉

⑩
残
存
物
取
片
付
費
用
共
済
金

の
新
設

②
臨
時
費
用
担
保
特
約
の
新
設

〈
自
動
車
共
済
〉

山
対
人
賠
償
共
済
金
額
の
無
制

限
化

②
車
輌
共
済
の
制
度
の
変
更

③
塔
乗
車
傷
害
特
約
の
変
更

川
他
棄
遮
転
条
項
の
整
備

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
。

九
、
地
図
・
地
籍
更
正
に
つ
い
て

乾
衛
さ
ん
か
ら
賃
借
し
て
い

る
「
四
四
七
－
’
○
の
地
図

地
籍
を
更
正
す
る
こ
と
に
靹
匹
正

し
ま
し
た
。

協
議
事
項

一
、
第
一
一
一
十
七
回
通
常
総
会
の
日
程

に
つ
い
て

Ｎ
時
昭
和
五
十
九
年
五
月
一
口

場
所
中
標
津
町
寿
宴

二
、
公
社
菅
畜
産
基
地
建
設
事
業
に

つ
い
て

人
植
者
が
出
た
時
点
で
検
討
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

報
告
事
項

一
、
自
治
監
査
の
実
施
結
果
に
つ
い

》て

こ
、
生
乳
隔
日
集
荷
と
バ
ル
ク
入
替

の
営
農
委
員
会
で
の
検
討
結
果
に

つ
い
て

三
、
農
協
だ
よ
り
通
信
員
の
設
置
に

つ
い
て

四
、
昭
和
五
十
九
年
度
酪
農
畜
産
政

屋勇

策
価
格
の
要
求
運
動
に
つ
い
て

五
、
金
融
店
舗
の
改
装
に
つ
い
て

第
十
一
回
理
事
会

開
催
月
日
一
一
一
月
六
日

議
案

「
昭
和
五
十
八
年
度
収
支
二
月

末
）
に
つ
い
て

期
末
見
込
剰
余
金

五
五
、
四
二
九
千
円

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
。

二
、
中
国
酪
農
視
察
派
遣
に
伴
う
旅

費
の
支
給
に
つ
い
て

六
五
○
千
円
を
支
給
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

三
、
中
国
乳
牛
交
易
考
察
団
招
へ
い

負
担
金
の
支
出
に
つ
い
て

当
農
協
負
担
分
と
し
て
六
○
○

千
円
を
支
出
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

四
、
伊
藤
参
事
の
退
職
承
認
時
期
に

つ
い
て

昭
和
五
十
八
年
度
の
総
会
ま
で

と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。

五
、
公
社
菅
畜
産
基
地
事
業
の
実
施

に
つ
い
て

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。
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第
十
二
回
理
事
会

開
催
月
日
一
一
一
月
二
十
六
日

議
案

「
北
農
中
央
会
監
査
報
生
暑
に
対

す
る
回
答
に
つ
い
て

原
案
の
回
答
害
ど
う
り
決
定
し

ま
し
た
。

’
一
．
昭
和
五
十
一
八
年
度
収
支
決
算
の

見
込
み
と
職
員
の
期
末
手
当
の
支

給
に
つ
い
て

当
期
剰
余
金
見
込
額

四
七
、
八
三
九
、
四
○
○
円

原
案
ど
う
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
《

峨
員
の
期
末
手
当

本
俸
プ
ラ
ス
家
族
手
当
の

二
ケ
月
分

（
但
し
協
定
分
一
ヶ
月
分
を
含
む
）

費
讓
の
結
果
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

｜
｜
｜
、
昭
和
五
十
八
年
度
剰
余
金
（
見

込
額
の
処
分
方
法
に
つ
い
て

特
別
配
当
金

一
七
、
五
八
三
、
’
’
’
二
一
一
円

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
。

四
昭
和
五
十
九
年
度
組
勘
取
引
供

給
限
度
額
の
設
定
に
つ
い
て

一
部
を
除
き
原
案
ど
う
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

五
、
昭
和
五
十
九
年
度
各
種
制
度
資

金
の
需
要
叩
込
み
に
つ
い
て

一
部
を
除
き
次
の
と
う
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
後
継
者
農
業
振
興
資
金
の

農
協
枠
を
「
○
○
○
千
円
増

枠
し
一
○
、
○
○
○
千
円
と
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

Ｏ
総
合
施
設
資
金

事
業
費
四
件

四
○
、
七
五
五
千
円

融
資
額
一
一
一
六
、
六
七
五
千
円

。
農
協
延
払
資
金

事
業
費
七
件一
三
、
一
五
○
千
円

紬
資
額
一
二
九
五
○
千
円

○
農
業
近
代
化
資
金

事
業
費
十
件

三
・
｜
ハ
、
’
一
一
三
○
千
円

融
資
額
二
一
八
、
几
七
○
千
円

。
住
宅
資
金

事
業
費
七
件

八
六
、
○
○
○
千
円

融
資
額
五
二
、
○
○
○
千
円

Ｏ
後
継
者
農
業
振
興
資
金

事
業
費
八
件

二
六
六
○
○
千
円

融
資
額
二
一
、
六
○
○
千
円

○
農
地
等
取
得
資
金

事
業
費
二
十
七
件 毎コ

一
五
八
、
七
一
一
千
円

融
資
額
一
四
几
、
七
三
○
千
円

○
畜
産
環
境
整
備
リ
ー
ス

事
業
費
二
件三
、
九
一
一
一
四
Ｔ
円

融
資
額
一
一
一
、
九
一
一
一
四
千
円

六
、
農
地
等
の
一
括
生
前
贈
与
に
伴

う
贈
与
税
の
納
税
猶
子
の
保
証
に

つ
い
て

納
税
義
務
者
六
－
六
名

納
税
臘
予
額

七
八
、
八
四
六
、
七
○
○
円

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
。

月
屯
間
幻

月１日力

業務時｜
変わ

１日 、

が

ます

<事務所＞

平日８時30分－17時まで

協
議
事
項

「
昭
和
五
十
九
年
度
の
損
益
計
画

と
役
買
報
酬
審
議
会
の
答
申
に
つ

い
て損
益
計
画
は
内
部
的
に
検
討
を

行
い
、
更
に
つ
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

役
員
報
酬
は
据
置
と
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

｜
｜
、
部
落
懇
談
会
の
主
な
発
言
・
意

見
に
つ
い
て

次
回
の
理
事
会
で
更
に
検
討
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

’
一
一
、
組
合
員
資
格
の
検
討
に
つ
い
て

土曜日８時30分-12時まで

<ストァー＞

月曜日～土曜上 尺司

９時３０分－19時まで‘

<生産菅材店舗＞

平日８時30分～17時まで

土曜日８時30分－12時主で

但し４月１４日～８月２５日まて･は土曜日を平上

業務といたします。８時30分～]7時まで

離
農
す
る
た
め
既
に
土
地
処
分

を
し
た
組
合
員
は
、
正
組
合
員

か
ら
準
組
合
員
へ
資
格
変
動
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

報
告
事
項

「
昭
和
五
卜
八
年
度
農
業
所
得
税

に
つ
い
て

一
一
、
乳
質
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
に
つ
い
て

三
、
脂
肪
等
乳
成
分
差
益
金
の
支
払

に
つ
い
て

四
、
職
員
の
採
用
と
退
職
の
発
令
に

つ
い
て

五
、
役
員
研
修
会
に
つ
い
て

<スタンド＞

月曜日～土曜日

８時30分－１８１隊まで

<人エ授精業務受付〉

平日７時30分－13時まで

日''１K.祭日７時30分－10時まで

弱。‐闘巴羅鞭秒歩麺淨キグパーム》ゴー
<事務所＞

平：』８時30分一二7時まで

土曜:］８時30分-.12時まで

<ストアー＞

月曜[]～土曜日

<生産費材店舗＞

９時３０分－19時まて

平［；８時30分～]7時まで

土曜日８時30分--12時まで

i－４月二４[V～８ｊＪ２５[;まて･は:上曜[:藍平:Ｉ

業務といたします。８時30分～１７時まで

〈スタンド＞

'1雁;]～土曜日

８時30分－二8時まで

<人エ授精業務受付＞

乖［：７時30分一二3時まで

rill温・祭日７時30分－二0時まで
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２２６４ 

UlU 

１丁Ｉ

寵：

■、可

」！.』 2１ 1０ llZ17 
L758 

高度複合。()４ １４ 2０ 】４
:-628 

:､719 

083 臣・饗
■P､ 

＝Ｌ」 1８ 』３
1554 

1.596 
” ３５３ 曰二篝 1３ 2５ １３ 

]､600 

204 
椙早‘
春

】２ 2０ 1４ 
Ｌ５Ｍ 

５９６ 
5５ 早蒜 1５ 1５ ｣５ 

1.648 

059 迅春 】0 2５ 
､71, 
.753 ＮＰＣ化成 Ⅲ巻

句可
r 

BU ４６ 
１７４９ 

４０６ 

ｆ=Ⅲ 
二Ⅱ害．

,壁
ﾙＩ 1６ 

858 

900 ダイケミ加.匝苫･ｌｚ 逼謹 ６， 
1-910 

502 部春 1５ 1(） 
470 

iｊｌ 
サルポマク 里春 2]､５ Ｂ､５ 

９３３ 

050 ￥念 Q、
二ＬＪ 2５ 10 

722 

764 
ｳーイブン 尾一巻 ㎡‘ 550 

Ｓ１０６ 鼎春
hＨ 

400 ：I 3０ 
7.:５０ 

Ｇ力｣ 見春
A〔

3０ 
アルカリ

５５ 

458 

406 曰奎壷
k５ 

iｊ００ ;４ :６ 
45,915 
４６．９６５ 

イグリ・－ソ 昨旱’一一一》’ Ｉ５ 
肱 1-490 

塁審
脳

400 
361730 

37,575 ノウザイ企業取扱肥料

204 早謹 500 2０ #４ 
38305 

39-355 
オグラス031 単一春一 2０ 

１hm 
5Ｊ司

一ｕ 1３ 
■■ 

■且

Ｌ732 

早春 400 
30645 

〃 ３５０ 皐聾 ０口
｣Ｗ 1５ 

●ｎｌ 

ｎ、」

１０９１０ 

早

憲：
300 

22-985 
サングラスＳ８５０ 早一霧 1５ 1０ 

do(） 
』皀

繰 50(） 1４ 2０ 0「１
」Ｌ'

43.815 
132 早春 1１ 1３ 1２ 

2.079 

呈春 400 
35-050 

:５２ 早春 1１ 1５ 1２ 
2.187 

050 早春 500 
、、
一LJ 2５ 1０ 

42505 

43555 
173 早謹 1１ 」７ １３ 

20299 

ﾏグﾗイﾑ 曰エーー燕 脚０ アルカリ分８５～100
苫、226～3(）

９１７ 

９３８ 
（貝化石
緑風シ

：、
ＬＪ 

カルシウム２５％
546 

ペッシャル３０ 呈春
アルカリ分100
’十

．.２３０～３３ Ｅ： 

917 

938 
ゴー・ルぱマ カル

早
誇ミ

貝化沼カルシウム６０形
2.320 

なすまアッシニ.. 咀一春 3０ 
珪酸ｒｉ灰芳二m11↓
5８８－３２２２４ 

600 
オー‐シ･２，ソフィッシュ Ⅱエー謡

１１坊血１００

４． 

1.8 

丹波屋取扱肥科 シソポルｌｉｉ２ 旱春 「 1５ 』２

イホスカ２()２ 輿去春 2０ :２ :２ 
:､745 

L837 
グリカル 3０ 

401 

" ４７３ 里春 q4 屯７
j､7ﾕ９ 

:-810 
山本物産取扱肥料

フロンティーア４３２ 咀一春 1４ 1２ 
:､337 

ペイミックスＮＳ－･OOd

▽ﾛｰ｣ 

霧
2０ 

■Ｊ１ 

一ＬＰ 2(） 1４ 
2.267 

2.345 

緊一春 3０ 
:`981 

2０７３ 
曲〃 ＮＳ－８０４ 剋・｜毒 2０ 1４ 

2.245 

Z-5ｲX、

麓３号 驫春 2０ １３ 
剣Dn

pLJ 

■■ 

･｣ 

:､742 

1.834 
ネオマックスＮＳ.?()1２ 里・’零

■〃Ｌ

－ｑｒ 2ユ :２ 
2.]４０ 

緑Ｉ号

:『.：樺

早春
早春

1７ 

】】 1４ ：］ 

1-700 

:､79】

1,8`1５ 
1.936 

JＰ ＮＳ･OO2 

･ザソ〆イ１
21 

篭:
1５ 

HＵ 2(） 1２ 
920 

000 

]２４ 

１４４ 

わかくさＳ３０５ 早春 ]３ 2０ 1５ 
973 

０６５ 
扶相取扱肥料

ダイヤ 625 
厚Ｌ

需ミ
1６ ｣２ ２５ 

}730 
2１ 
ゲル・マ群素 1５ 

215 

度化成 802 呈葎 2０ :２ 
,846 

９３７ 
オワルライザ･F301 早春 2， 

889 

68(】 甲一ま 1８ 
■Ｆｈ 

－ｑ」

809 

90(】
:二洋肖機

ＢＢＬ 
－－ 

霧ミ

]1753 

502 旱春 [５ 2〔） ]２ 
1049 
１４０ 北見シードテ・・プ取扱肥料

プレン!§エース３号 皇篝 I且 2０ 山！
,234 
]2３ 

＊タテ貝ガラ粉末
上迅

"i壁
3０ 

刀ノＬ

カリ分５３分
シウム３６％

Ｊ ̄ ミノ８７３ 貝一睾呑 x７ 1３ 
ｴ8３ 

275 



03）農協だより 昭和59年４月５［

昭和58肥料年度(58年７月～59年６月）肥料供給価格

ｌ戎分

ＮｌＰＫＭ貝

容
鼠

ホクレン取扱肥料 供給価格早
春
一
甲
雲
早
一
一
看
一
早
春
早
春
一
早
一
婁
早
曇
早
一
錘
早
一
蘂
二
塁
星
髭
副
藝
呈
蘂
晶
麹
甲
雲
星
雲
晶
鑿
塁
春
壜
墜
厚

旗

ＮＴＦ１Ｋ翁ＭＨ ,ｆ, 1２５７ 容
吊

供給価縮 草 1111 ＢＥ 56Ｅ lＦ Ｅ '５ 

Ｆ
】
』

1,340 
1.182 

懸
汕
｜
“
、

呈
春
一
晏
首
一
春
一
暑
蟄
晏
塾
塾
割
呈
春
一
皐
春
呈
春
皐
藝
皇
塞
星
劃
暑
塾
劉
蟄
塾
藝
呈
春
一
国
二
一
審
一
早
一
春
呈
春
一
呈
春
早
春
星
春
一
早
春
早
糠
副
詞
塾
麹
塾
春
皐
春
墨
春
茎
春
一
塁
春
星
儒
厚
隆
星
覺
一
膳
塁
容

2ｌｆｍ Bfi 壷

ワ
の

〃 Ｂ[］３６患 1３ ６ 1Ｆ 

炉
■
ⅡＰ」 些椰一唖曇薦 安 ﾛ伊 〃ＲＰＩ１５６ １Ｊ ５ ZIG Ｐ IJI ｣” 

勺二Ｆ

1350 
１４２３ 

1,434 
1502 

尿 素 賜鈴悪６号,【６ 1１ 日

ｒ
■
■
 

Ⅱ夕 P〃

1,67］ 

1765 
聖互
２２０９ 

石灰窒索 川 〃ＳＵＩ刊； l［ lfi lＨ 。PＺ 〃Ｚ

1.930 
㎡９

一
一
噸
麺
班
剛
噸
師
加
叩

チリ硝凸 1６ ” ８００４ |［ 2［ ５ 1４ PＰ 

2.O2E Ｉ 

Ｌ９４Ｅ ,ｆ, 過（粒〕石 百ｉ艇３号１Ｆ ８ 1１ 1７ 

凸
〆

ｒ■ 

2,03Ｂ 

1.345 
〃（粉）ゐ 1８ 仏' Ｅｉ６０Ｅ ８ IＣ ［ ７ 〃■

曲

1,42ZL 
L939 

弼
早
零

望過沼 ｡「 ピー卜Ｓ８ｄＥ

Ｑ
■
 

－
１
 １４ IＥ ６ 〃 役〃

21O33 

L90E 
燐｜】ン nｍ [５ 『Ｈ１Ｒ７ '1 lFl 1１ Ｈ 〃」 〃」

［,166＿ 1９９８ 

７；－上竺と』且
’52冊

1.799 
1Ｂ9４ 

葎司
ﾀブリン 蹄 ゴーンＳ儲侭Ｚ 1月 lＥ 1２ U2 ａ PＪ１ 

上煕2
11592 
1674 

早
春 2.162 

2256 
L611 

L694 
38594 

,''１ｒ士屯焼燐 FM： 4.屑 ｌＲＲ４Ｒ？ 1Ｆ IＦ 川 吐Ⅱ凸

９６７ 

LO30 
L395 

L463 
９３０ 

９５２ 
１６１０ 

席（ｉＷ）１１ ､ｎＦ 〃ＦｌＲＲＨＲ７ 1日 1Ｆ |， １ Ⅱ〃
jＴ 鐡

星
春 1395 

1,463 
￥ 
ま

50i、齢 川 Ｒｎ 草ｊｌｕＢＢ］2２ 脈 z［ 加

ロ
Ⅲ

』。

処668
30.875 401iｆ サルポマク

旅蘇ノＩＤ園誓十
２１.曰 IＲＰｉ 夕0 旧び虹ＰnJ P刀 ﾛ』 P'１ 〃｡

硫酸 型,5ijgL
39887 50iｆ 硫マグ ,Ｐ 旺 盛′Ｏ５Ｅ DＰ l「 ｣日｢〃

■ 

411961 
31791［ 

lb1L 

ﾖﾄﾞ‘ 386 
-■--4 

f１８Ｇ 
果
憲

｡､＃ (アルカリ５３箔）タン刀ル Ｆ〃ＪＴ奴。 ＦＤ JＺ IＦ DＪ 

33.569 

37.623 45G 
4Pi7 

即
BOO 欝土タソカル (アルカリ５３％１ 【 １Ｖ”OOF l［ FM］ IF 届PＺ 

39.672 春

,｢'９ 
Ｔルカリ

リヅサン
マンガン

ンサン

ルカリ

》蕊翠畷轆

RDF Ｒ９ 
２１ｎＤ 

30 

51 
35 

098 

737 

166 

ミネカル ： JP〃〃〃』 〃｡ P」 ⅡロⅡ” 

B0E 

53F 鞄
500 

ｗ
Ｊ
Ｔ
 

タンカリン６号 〃 〃１２１ 1０ Fｍ ４ 1m 垣〃■

５５］ 

624 
640 

養
蜂

-畿計
2917121 
30,909 
32,983 
24727 
26886 
２９J049 
31.098 
23,2391 

￣亜万75-
33,655 

~で豆7回１Ｊ弓

ハ９
４００〃

リンサン８鬼

アルカリ５０影
fｌ ８号 fＩ 〃｣ 〃万Ｊ万〃Ⅲ 〃Ｚ Ｆ」 Ⅱ” 

春
111 的

500 
（べレット）
醸謹ケイブン

,f, 〃 ”５６Ｅ 

役
， ８ lFi 1F 

629 

15.000 
15,000 
1.748 

L842 
L81] 
1.905 
1､529 

1.624 

涛
早

ハ9
400 

【

ライムケ_キ アルカリ分３５％'0 「〃Ｆ」 Ⅱ‘ Ⅱ己蘂呈誤一早一春一梨壼早「緤早一樺

鏑506,､f, 草地１２２ l「 ZID 2［ ５ 〃”３６２ 暇 ６ lＥ ３ 

純
400 

､宅宝､
0】錦 l［ 2Ｅ １F； ５ 

夕」
｣』 P丁Ｊ万nｺ IＦ ｢〃 J〃 ｢〃

“ 
Ron 4FiF ,ｆ 〃１ ； 

■
●
 〃”q５ｆ 脚 ５ 躯 ５ 

Ⅸ」
丘」春

皐
春 1.4,1 

1.496 

26.924 鮪
Aｎｎ 諦悔 1Ｆ ６ １５ ６ 凸 Ｐ〃 ”ｆｌ〃 Ⅱ〃 ０m 尻」 PＺ 

28.583 

瀞
早

39.758’ 

41832 
３Ｌ806 
３３４６６ 

MjUと

L782 
1.558 

に９
月oｎDH12 |「 2F l’ ゴーソＢＢＨ８Ｚ 1月 1F |’ ４ 

IＦ Ｊ〃

早
春 ｋ５ 

４０ｎ 

塁
審､’５ 、 〃 ,, 

■
■
 

〃 PＪ１ 夕〃エグｐ四 Ⅱ〃 〃■ j砂 Ⅱグ

Ｌ６５３ 

－１Ｊ９８１ 
２１０１ 

呈
毒〃１円４，４ 日東農材取扱肥料Ⅳ 1「 Ⅱ ４ "〃

壜
ハ＆
叩

Ll41 

L2lG 
L255 
L332 
M37 
i21F 

2,068 
’１１ｍ 

２号 オールミヅクス１号

▲
■
 1１ 1８］３ ２ 

尻」

Ⅲ ’ ＄Ｚ 

_211型
2,120 
2.162 

10 竿
塗
早
曇
早
蕎
早
綴
早
雲
呈
春

８号 " ２弓'２ 

．
■
▽
 |ツ ８ 1７ 1月 ７ 

〃

P" PＺ 

旱 1.838 
1-879 

〃ＮＫＣ１Ｂ |， flC ＲＨ６ｐ 1倍 lｆ 11コ

Ｆ
■
」'‘！ 

Ⅱ〃

L564 
L6d7 

1,963 
２００５ 

仮〃 Ｂ]二ＢＩ２２ 2（ 2(］ ＲｌｎＦｉ |［ ５ 2， '２ 

辰
〃

「１夕。
ＩＦ 

春 春

LhlL 
L69E 

2,06Ｅ 
2.m［ 

〃円阿、日日 1「 Ｂｉ； 1５ 

■
６
●
 Ｓ８６ｇ Ｆ 雛 1Ｆ 

Ⅳ
【
■０m 

伝」繰
阜

lL525 
５． １．６０７ 

1聖］
1952 

〃ＨＢｎＯＲ 2「l「 1F ＲＯＭ 、 ２１ 

、
『
山'４ 〃。 夕」”｜鋤一賊 ■ 

1.879 

1-921 
〃ＦｌＲｉ２１ 2［ l［ 川

■
■
 日１，Ｆ 1１ ､、 白 ８ '‘！ 〃」

ホクレン取扱肥料 =も－－－■~､角､､■､､■､弔邑巴-厘分早筑 容熾
|戎;

ＰＫ Ｍｇ 
供給価.賂

｡￣､､､■■､､田､､■､■■～､円■､帛邑､里.
,又△

鼎溌一ｺﾞ」 FLL 
I【Z Ｎ 

茂子
供給価橘 蛮地ＢＢ５６５－￣ 芋春 ２６‘ １５ i５ 

】､340

安断 且春 21fｆ 
653 

706 
／’ Ｂ 363 星謹 1３ 1３ 

1.182 

】.26.

塩安 塁》
649 

701 
〃Ｂ ｄ5６ 韓春一 1４ 2６ 

1367 

LｑｂＵ 

尿素 呈零 1６ 
軒_434

】､502
鳴鈴薯 □官 1１ 

］1350 
ldl23 

万灰窒素 ｕ》壱〈 2０ 聖型
2.209 

【]5３ 早春一
６， 

■四J :５ 1３ 
1.671 

]../Uｂ 

チリ硝イ； 星憲 2ｆ‘ 二６
ﾕ.499 

004 １０ 2０ 1４ 
1930 

過（粒）荘 里
_ﾉsＬ 2０ 1８ 

鼬２

898 
有機１１ ユゴェ了 1２ １２ 

943 

038 

ﾊﾞｸﾞ （粉）〃
Ｅ万
二二

壱
1８ 

740 

9６ 
6(}６ 早春 10 

345 

1２ 

里過子Ｉ
’’ 
一二

群
4０ 

67： 

４７ 
ピー’、 848 塁審 1４ ：８ 

９３９ 

033 

熔リソ
卓
ｴﾖﾋﾞ 

２， 1５ 
1０３ 

:６６ 
182 早蒸 11 １８ 1２ 

9()３ 

998 

ダﾌﾟI)ﾝ 塁・春 ﾖ５ 
４４３ 

,52且
382 ￥零 1３ 1８ ﾕ２ 

７９９ 

８９４ 

,UI0r士電焼燐
｣三

春
3５ ４．５ 

592 

674 
Ⅸ〃 ＺＢ 482 早春 1４ 1８ 1２ 

1６ 

5日

塩（粒）加
旦
灘 6Ｕ５ 

967 
〃ＢＢ 382 皿祥 1３ ﾕ８ 1２ 

61ユ

１６９４ 

硫川
ﾆｺ 

ｰﾛｰ 

春 5０ 
395 

,4６ 
草地ＢＢユ2２ 単圭

髄

500 1０ 2０ 
38.594 

40-668 

ルポマク
誌)|｢ｌ園：善..。 呈一壷 2Ｌ５ 185 

９３Ｕ 

952 

同Ｌ

昌医二

樫§

400 
30-875 

H,ＰｉＲ４ 

マク
呈
毒 2５ 

１６１， 

ＬｂｌＵ 
〃０５５

里
三二 500 

、、
」Ｕ,』 2５ 1５ ５ 

3918Ｗ 
４１９６１ 

ン力ル

ﾑヨタソカル

星Ｌ
零

Ⅲ千一塁⑪

(アルカリ５３箔］

アルカリ５３形〕

〕8６

386 

ｑｂＵ 

4５ 
”００８ 

「--1ユ
■､■ 

上届ユ

ニニ 侭０馳０００ ４５ Ｉｆ､ 

」Ｌ」 2０ 1８ 

3191 

335（ 

37.62 

39.67 

ネカル
』呂
壷ミ

㎡‘ リンサン２影
マンガン３錫

3()３ 

303 皐荏
紅

400 
３０UOE 
訂.7５

ソカリン６号 鼎春
リン･;ﾉｰﾝ６
アルカリ５０

５３５ 

551 
７：２１ 塁春 500 10 2０ 

Of1 

-U 

351（ 

37,14 

〃8 Ｕ｝‐｜表（ リン･リン８形

アルカリ５()形

624 

640 峰去春
ｈＬ 

400 
28133 

２９．７ﾕ２ 

（ベレット）
醗鑿ケオブン 早一ま

たく
:５ 

629 ’５６５ 500 1５ 1５ 
30.909 

ライムケー 呈巻 10 アルカリ分３５％
:5.000 

孕春
〃９

400 
24,727 

暫地１２２－デ 旦一春 2０ ]0 2０ 2０ 
2-748 

:.U4２ '３６３ 
“ 

500 i３ １３ 
29,49 

31.098 

ソ ０５５ 草・］舞 咄ｒｈ

ｌＵ 2５ 勺負
ユリ

:､811 

､JElUU 早春
腱9

400 
23239 

456 型・春 1４ 2６ 
且.529

且.６２４ 〃４５６ ￥｜毒
A9 

500 1４ 2６ 
33-655 

うb勺･ｲｮﾖ

565 竿一春 ]５ 1５ 
1,21,1 
1-496 早藻

鞠
100 

乙｡.Uｚ４

052 坐春
nn 

SUJ 2５ :２ 
ﾕ､ｐＵ８ 
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自動車共済仕組改訂に伴う変更内容につ〃て

１．仕組改訂のおもな概要

①対人賠償共済金額の無制限化

今迄の対人賠償共済金額にＬ5億円と無制限が新設

になりました。

②車輌共済の変更

東輔価格協定の導入、車輌入替契約条項の整備及び

輌契約余批終了規定が廃引されました。

塔乗者傷害共済金額の設定方法の変更

塔飛者共済金額を死亡共済金額と治療共済金日額とに区分さ

る事になりました。

共済掛金率の変更

位組改訂等に伴い、共済掛金率が変更になり．、車輌共済掛金

ついては６パーセント引き下げになりましたが、その外の旭

｡（､’ 
.．中

mji瀞！〉
Ｌ 

轍

拶壽ｈ

自動車共済 ト
』

保種目については平均6.4パーセントの値上げとな')ました。

⑤東輔入替に伴う異動手続の一部変更

「譲渡｣または｢廃車｣の場合の車稀入替の手続の際の異動申し込みには、廃車年月日及び譲渡先

住所．氏名を記入のうえ立証する普類等を添付することに変更となります。尚、対人賠償につい

ての継続契約案1人l通知111;の継続内容(おすすめする契約内容)については全部無制限と記入されて

いきますか、あくまでも参考までに表示したものですのでご契約にあたっては共済課迄ご連絡下

さいますようお願い致します。尚、継続日前日迄にご連絡がない時には、おすすめする契約内容

、にて継続させていただきますので、ご了承頂きますようお願い申しｋげます。 ノ尋
地
量
評
会
・
共
進
会
日
程

昭
和
五
十
九
年
度
酪
対
各
支
部
品
評
会
並
び
に
第
十
五
回
中
標
津
町
農
協

畜
牛
共
進
会
代
表
者
会
議
が
去
る
三
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
系

統
共
進
会
の
全
て
の
日
程
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

客 称 開催Ｅ 場所

第１７回第二俣落jlL区畜牛品評会６月１日 第二俣落共進会場

〃榎再､ 第１５回当幌地区畜牛品評会｜Ｇｆｌ２Ｆ 当幌共進会場

第３５皿俣落地区畜’|：品評会ｌ６ｋｌ４Ｅ 俣落共進会螺

第１５回武`佐地区畜牛品評会’Ｂ)｜ＳＦ ｡i己佐共進会場 《雪。第１５回中標津地区藷」'二品評会６月７后 根窒生産連共進会場

第１５回俵橋地区畜牛品評会６月７日 俵濡共進会場

第３５回｜粥ｉ勝地区畜牛品評会６月１２日 開陽共進会場
進
会

第１５回中標津町農協畜牛共進会６月２３日 根室生産連共進会場

昭和59年度根室ホルスタイン共進会１８１二１１０Ｆ

壜

Ⅲ 

昭和59年度北海道ホルスタイン共進会’９月Ｂｕ－９Ｅ 早来町 決
ま
る

、同志全開`係〉

第’９回「|ｊ,標津Ｂ＆Ｗショカ’５月７Ｌ 根室柴應迎共進会場

昭和５９年度,根室Ｂ＆Ｗショウ

i鏑Ｉ第６世|チャンピオンシ･ﾛ，つ｡ショウ６月１０日－１１日 釧路市人楽手

自動Z 三共済仕組改訂にイ 空う変更内容につ']て

名称 開催Ｉ］ 場所

第17回第ＪＢ俣落jlL区畜牛品評会

第１５：:;］当幌地区齋」【二而評会

第３５Ｍ俣落地区音’1：品評会

第苫５：､：武`佐地区畜旦Ｉ品評会

第ユ５回:i工標津''11区齋』1二品評会

第１５１[１１俵橘地区畜牛品評会

第３５層１開腸地反畜牛品評会

第１５:n1il1標津町農協畜牛共進会

昭和59年度根室ホルスタイン去進会

昭和59年度北海道ホルスタイン共進会

<1可志会関･係＞

第：９回ｒｌ１標津Ｂ＆Ｗシニョウ

昭ボi』５９年度根室Ｂ＆Ｗショウ

第６世|チャンごオンシップショウ

畔Ⅱ枇叩狙仙［、口咄耐川い】いⅡ刊叩牌Ｍ
Ｍｕ 

［ロ１ 

９ 

＄Ｊ 

１２４６７７四別、｝
７ 

） 

壹佇■。

■□Ⅵ己０ 

，列ｒ犯ｕＬＨ上月皿Ⅶ必ｍｍＨ川Ｈ川Ｒ）
□Ⅱ８口ｂｐＪＪ 

■■ 

ｌ 

’Ｉ 

Ｆはいβ

■Ｊぴ

６６６６６６６６８９ 
一口

くり

第舌俣落共進会場

当’'１昂共進会場

俣落共進会場

武佐共進会場

根宗生産迎共進会場

俵橋共進会場

開陽共進会場

根室(iz産逃共進会場

｝ノ

｣旦 米m

lR室生應挺|Z共進会場

馴｜路１１㎡人楽毛
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’
二
月
十
七
日
、
中
標
津
町
寿
宴
に
佐
）
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

お
い
て
、
中
標
津
町
農
協
青
年
部
畑
そ
の
後
、
来
賓
の
挨
拶
と
続
き
、

作
部
会
創
立
十
周
年
記
念
式
典
が
関
今
後
の
馬
鈴
薯
耕
作
か
益
々
発
展
ざ

係
機
関
の
出
席
を
得
て
、
盛
会
に
行
れ
る
事
を
記
念
し
て
、
祝
賀
会
へ
と

わ
れ
た
。

移
っ
て
い
き
、
昔
話
や
こ
れ
か
ら
の

部
会
長
挨
拶
の
後
．
永
年
部
会
に
い
も
談
義
に
つ
い
て
話
し
が
簾
リ
ト

貢
献
し
た
紺
越
源
之
助
さ
ん
〈
東
武
が
っ
て
い
ま
し
た
。

新
入
職
員
で
す

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

生Ｉ■､●

や－用

肌
霞
を
烟
作
郎
臺

火
事
｝
異
動

長
渕
義
男

（
管
理
経
理
係
）

！ ■￣TF 

j-１．－０゜ト

桧
山
恵
利
子

（
生
活
店
舗
係
）

大

塚
弘
美

谷
ロ
理
恵

（
管
理
経
理
係
）

（
生
活
店
舗
係
）

餌ﾛ貝

露
〔
退
職
員
〕

大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た

香
川
敏
子

（
畜
産
販
売
係
）

新
年
早
々
ま
だ
正
月
気
分
の
抜
け

き
ら
ぬ
一
月
九
日
か
ら
三
月
八
日
迄

約
二
ヶ
月
間
、
江
別
市
の
農
協
学
校

で
の
研
修
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
私
の
感
想
を
述
べ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
研
修
会
は
、
農
協
職
員
と
し

て
の
基
礎
的
知
識
と
各
事
業
原
則
を

理
解
す
る
事
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
が
、
北
は
猿
払
、
南
は
七
飯
町
、

年
令
的
に
は
二
十
二
才
か
ら
四
－
二

才
、
合
計
五
十
五
名
の
参
加
者
と
な

っ
た
車
か
ら
、
お
互
い
の
農
協
談
義

等
研
修
生
間
の
種
々
の
交
流
の
方
が

よ
り
中
心
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
＋
ち

そ
う
は
言
っ
て
も
、
朝
九
時
か
ら

鐸聯
穴.､

組合員相談係長南出昭広

夕
方
五
時
迄
の
講
義
は
か
な
り
厳
し

い
も
の
で
、
各
講
義
の
最
後
に
実
施

き
れ
る
テ
ス
ト
の
結
果
が
組
合
長
宛

親
展
に
よ
っ
て
郵
送
さ
れ
る
と
い
う

事
で
、
研
修
龍
は
朝
方
ま
で
勉
強
す

る
と
い
う
状
態
で
し
た
。

さ
て
、
寮
に
お
い
て
は
四
人
一
部

屋
で
、
私
は
北
竜
町
・
陸
別
町
・
岩

内
町
の
職
員
と
同
室
で
し
た
が
、
水

田
地
帯
の
農
業
問
題
、
ま
た
酪
農
・

畑
作
の
問
題
等
、
精
神
安
定
剤
（
７

寮
に
お
い
て
は
禁
酒
で
あ
り
、
こ
う

称
す
る
。
）
を
愛
飲
し
な
が
ら
、
他
の

研
修
生
も
加
わ
り
、
夜
退
く
ま
で
様

々
な
話
を
し
た
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
交
流
の
中
で
、
北
海
道

農
業
と
は
言
っ
て
も
、
作
目
・
形
態

規
模
等
多
種
多
様
で
、
特
に
土
地
利

用
型
農
業
を
目
指
し
、
当
然
に
専
業

経
営
を
目
指
し
て
い
る
農
協
職
員
と

し
て
の
私
の
目
か
ら
は
、
一
見
な
じ

め
な
い
よ
う
な
光
景
に
出
会
う
の
で

す
が
、
与
え
ら
れ
た
チ
ャ
ン
ス
を
生

か
し
、
こ
の
根
室
の
大
地
で
「
地
カ

ー
人
力
Ⅱ
農
力
」
、
「
知
力
十
尽
力
Ⅱ

能
力
」
と
い
う
二
つ
の
「
の
う
り
ょ

く
に
よ
っ
て
、
中
標
津
農
業
の
秘

め
ら
れ
た
可
能
性
を
大
い
に
伸
ば
し

た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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前年・前月との比較
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〈
応
募
規
定
〉

①
官
製
へ
ガ
キ
に
答
え
鈩
瞥
い
て
撲

っ
て
下
さ
い
。

。
わ
な
た
の
氏
名
・
住
所
・
年
令
詳

書
い
て
下
さ
い
。

こ
の
絵
の
中
に
は
、
い
く
つ
出
凰
遅

い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
間
違
い
を

見
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ
キ
に
書

い
て
送
っ
て
下
さ
い
．

鱈

③
対
象
者
Ⅱ
小
・
中
学
生

④
宛
先
Ⅱ
中
標
津
町
束
七
条
南
二
丁
目

中
標
津
町
農
協
組
織
広
報
係

⑤
締
切
日
Ⅱ
四
月
二
十
日
ま
で

＊
応
募
下
さ
っ
た
方
に
は
全
員
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
正
解

者
に
は
当
り
賞
を
贈
呈
い
た
し
ま

す
の
で
多
数
応
募
下
さ
い
。

＊
正
解
者
の
発
表
は
六
月
号
紙
面
で

発
表
い
た
し
ま
す
ｂ

〆F、

〈
二
月
号
の
当
選
者
〉

二
月
号
の
正
解
は
「
一
二
つ
」
（
左
の

図
の
○
印
）
で
し
た
。
応
募
者
七
名
、

正
解
者
は
四
名
で
し
た
。

参
加
者
及
び
正
解
者
は
農
協
広
報

係
ま
で
申
し
出
下
さ
い
。

二
月
号
の
正
解
者
の
次
の
方
々
で

、す。

丙
武
佐
高
橋
真
由
美
さ
ん
１
’
十

〃
萱
岡
智
之
く
ん
八
才

〃
萱
岡
智
く
ん
十
才

關
俵
橋
佐
々
木
美
穂
子
ち
ゃ
ん

〈
二
月
号
の
間
違
い
個
所
〉

ネ１
』

β二ｍ

、 、
、
〆
Ⅶ

■ 

二
日
理
事
会

三
日
酷
対
役
員
会

七
日
根
室
管
内
酪
農
民
集
会

八
日
Ａ
コ
ー
プ
店
消
費
利
用

者
懇
談
会

／
 、

Ｓ月の
偏亀

よ
・
ピ
ー

さ
れ
る
ほ

会
は
、

万
で
は
、

若
妻
会
で

の
活
動
も

活
発
に
行

っ
て
い
る

さ
わ
や
か

な
お
嫁
さ

印
で
す
。

舎
回
の
表
紙
巨
一
）
頁
は
、
俵
橋
高
台
地
区
の
円

羽
照
美
さ
ん
二
十
四
可
で
す
。

照
美
さ
ん
は
酪
農
経
験
が
無
い
な
か
で
嫁

ぎ
、
仕
事
・
生
活
に
一
年
間
損
れ
る
事
に
時
間

か
か
か
り
、
合
は
、
壱
・
秋
（
春
秋
は
馬
鈴
し

ょ
・
ビ
ー
ト
で
蕃
忙
）
に
は
牛
舎
管
理
を
ま
か

さ
れ
る
ほ
ど
に
な
つ
だ
そ
う
で
す
。

合
は
、
二
人
の
子
育
て
に
多
忙
な
岳
曰
。
’

ノ

九
日
１
’
一
十
｜
［
、

部
落
懇
談
会

十
五
日
役
員
報
酬
審
議
会

十
七
日
青
年
部
畑
作
部
会
十
周

年

一
一
十
三
日
営
農
委
員
会

農
作
業
安
全
講
習
会

二
十
四
日
管
理
委
員
会

第
三
十
一
回
農
協
婦

人
部
通
常
総
会

一
一
十
六
日
理
事
会

、

[表紙写真


